


福岡市が贈るラジオ番組「こころのオルゴール」が10月3日から12月30日までFM福岡で放送します。
放送は毎週月曜から金曜午後10時55分から11時まで。
担当は、▽BUTCHさん、▽林田スマさん、▽斉藤ふみさんです。

平成28年度 人権啓発ラジオ番組 「こころのオルゴール」 放送開始！

わたしたちがお届けします。

BUTCHさん 林田スマさん 斉藤ふみさん

放送予定放送予定

22：55～

平成28年5月26日、多年にわたって人権擁護
活動にご尽力された人権擁護委員に対する
表彰が行われ、福岡市の下記の方々が表彰さ
れました。

全国人権擁護委員連合会長表彰
伊　藤　タカ子さん（城南区）
原　田　博　治さん（南　区）
池　田　良　子さん（西　区）

福岡県人権擁護委員連合会長表彰
福　江　秀　夫さん（西　区）
今　井　邦　彦さん（早良区）

人権擁護委員が表彰されました

F M 福 岡
平成28年10月3日～平成28年12月30日

※番組構成上の都合により、一部放送時間が変更に
　なる場合があります。

毎週　月曜日～金曜日

特定非営利活動法人　子どもとメディア
こんな団体が活動しています

子どもとメディア発行物
是非ご覧ください

第8回子どもとメディア全国フォーラム

　NPO法人子どもとメディアは、医療や福祉、教育、メディアなど分野を超えた専門
家、地域の子ども活動、保育園、学校、新聞、放送などの関係者による市民共同型の
NPOです。
　これまでに、子どもとメディアに関する実態調査やメディアリテラシーの実践・研究
を実施、ノーテレビやアウトメディアの取り組みなど、さまざまな社会提言をおこなっ
てきました。
　激変するメディア環境のなか、子どもたちが情報の洪水に流されることなく、主体的
に向き合う力を育み、メディ
アとの“新しい関係”を創り
出していくことをめざして、
活動をすすめていきます。

現在以下のような取り組みをしています
・子どもとメディアに関する実態調査
・メディアリテラシー教育の研究、開発、普及
・アウトメディア運動の普及、促進
・子どもとメディアの“いい関係”について啓発、教育に
あたる人材の養成
・シンポジウム、フォーラムの開催
・啓発、教育資料の作成、普及

HPアドレス：http://komedia.main.jp/

「街角の人権」
　7月20日の朝刊紙に「エスカレーター片側空け」の歴史が特集されていました。1980年代に、長いエスカレーターの登場ととも

に定着したそうです。経済が成長し、バブル時代とマッチし、「スピードと効率を求めていた時代」の象徴だったそうです。　現在で

は、安全対策として、「エスカレーターは立ち止まってご利用ください」と呼びかけるようになってきました。

　福岡では、右側を空けていますが、左手が不自由な方は、右側に立たないと危ない、そんな市民の声を大切にしているそうで

す。「スピードよりも弱者に配慮する社会」へ、価値観が変容してきた現れと言えます。

　今年は「障害者差別解消法」が話題になっていますが、法の解釈や「差別になるのかどうか」、「合理的配慮違反といえるのか？」

などの個別の判断を考えることも大切ですが、エスカレーターの話のように、まちで出会った人々が、どんな状況なのか、支援が

必要なのか、自分に何ができるのか、そんな「街角の人権」を積み上げていく、そんな市民が増えていって欲しいと思ってい

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（笠原）

些細な心遣いで小さな幸せを得る
　私の一日は、朝の連続ドラマを観て通勤することからはじまる。朝ドラに

はまるのは、人生初のことであり新鮮な感覚で、毎日楽しみに観ている。

　ドラマは、大正から戦前戦中の頃、日本社会は女性軽視の時代である。常

に明るく前向きな主人公（女性）が、日頃思っていて言葉に表せなかったこ

とを、女学校の恩師の話しに見つけた言葉が“些細な心遣いで小さな幸せ

を得る”でした。この言葉は私にもずっと残っている。

　他者への思いやりは、私にとって苦手な分野である。しかし、資料作成や

PC操作で悩んだとき、職場の先輩方の心遣いはとても有り難い。「困って

いる人が喜ぶ姿を見ると嬉しくなる」と言う。また、退職前には気にも止め

ていなかった季節毎に花の植え替えをしたり、日頃から清潔な家を保つ為

に、こまめに清掃している奥さんの姿に気が付いた。

　「自他共に大切にする。」口にはよくする言葉だが、身に付いてない自分

が情けない。この機に、一歩前進したい。　　　　　　　　　　　   （白石）

人権啓発推進指導員のコーナー

1月23日、24日大雪の中、福岡市で開催され、全国各地から
500名を超える参加をいただき熱く想いを語り合いました。
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「ハートフルフェスタ福岡2016」講演会「ハートフルフェスタ福岡2016」講演会

NPO法人　博多笑い塾
あいれふ 10階

あいれふ講堂

※参加無料TEL･FAX　092-714-1880

日　程 会　場 テーマ／講師

14：00～16：00

問合せ先

9
月
30
日（
金
）

10
月
1
日（
土
）

参加の予約はいりません。詳しくはポスターや案内チラシ（各区役所や市民センター、お近くの公民館にあります）、
またはココロンセンターホームページ（http://jinken.city.fukuoka.lg.jp/）をご覧ください。

9月30日（金）・10月1日（土）の2日間、福岡市健康づくりサポート
センター（あいれふ）において、講演会（9講座）を実施します。

【講師】 坂本　徳俊

笑って長寿 !笑って健康！
笑い上手は生き方上手

テーマ

（一社）中高年齢者雇用福祉協会参与
生涯現役生活設計主任講師

はかたいのちを大切にする会
あいれふ 8階

人権啓発センター研修室

※参加無料TEL　092-473-8235

14：00～16：00

問合せ先
【講師】 熊谷 孝子

円ブリオいきいき講座
～胎児は社会の一員です～

テーマ

NPO法人円ブリオ基金センター理事
円ブリオ大分代表　栄養士

福岡市原爆被害者の会
あいれふ 10階

あいれふ講堂

※参加無料TEL　092-711-0425
FAX　092-715-6560

10：00～11：00

問合せ先
【講師】 島野　道次

「核兵器の怖ろしさ」それを伝えるためにテーマ

福岡市原爆被害者の会副会長

語りの会「ことのは」
あいれふ 8階

人権啓発センター研修室

※参加無料TEL　090-5932-0681
FAX　092-948-0503

10：30～12：00

問合せ先
【講師】 富原美智子

「富原美智子と仲間たち」物語の中の人権テーマ

フリーアナウンサー

LGBTの家族と友人をつなぐ会・
いきいき子どもネットワーク

あいれふ 10階

あいれふ講堂

※参加料 500円TEL　080-4820-2423

14：30～16：30

問合せ先
【講師】 南　　和行

私たち弁護士夫夫（ふうふ）です
～同性愛カップル弁護士のカラフルな毎日～

テーマ

弁護士：なんもり法律事務所

社会福祉法人福岡いのちの電話
あいれふ 8階

人権啓発センター研修室

※参加無料TEL　092-713-4343
FAX　092-721-4343

14：00～16：00

問合せ先
【講師】 松尾　公孝

悩みよりそう聴き方を実感し、日常にいかしませんか。
福岡いのちの電話です。

テーマ

福岡大学学生相談室カウンセラー
臨床心理士

治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟
福岡県本部

あいれふ 9階

研修室

※参加無料TEL　090-3414-4949

14：00～16：00

問合せ先
【講師】 石村　善治

最大の人権弾圧 ～治安維持法について考える～テーマ

福岡大学名誉教授
治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟福岡県本部会長

ヤスミン・ライブラリー
あいれふ 10階
あいれふ講堂
※参加料

500円～ 1,000 円TEL　090-6634-2973

17：30～20：30

問合せ先
【講師】 土井　敏邦

ガザ攻撃から 2年 ～パレスチナの人々は今～テーマ

ジャーナリスト

日本コリア協会・福岡
あいれふ 8階

人権啓発センター研修室

※参加無料TEL　090-2965-7258

18：00～20：00

問合せ先
【講師】 裴　東録（ペ・トンノク）

　　　 李　大美（イ・テミ）

一千回講演達成より総括講演に望み、また歌手活動
より韓国・朝鮮歌を心で歌い紡ぐ

テーマ

在日、強制連行等、日韓、日朝の歴史の語り部

元九州朝鮮中高級学校教師、現語学指導員、歌手


